
 

「道路橋の補修補強計算例Ⅱ」 正誤表 

 

頁 行 誤 正 備考 

40 

14行目 Ａ
1cf

 Ａ
ℓcf

 添字は１ではなく、ℓ（エル） 

数式（２箇所） － ＋  

42 数式（２箇所） － ＋  
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頁 行 誤 正 備考 

167    
事例において想定した内容を追

記。他、計算過程の修正等 
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1560.0×1000

80×2×1386
＝7.03 → 7.1mm

＝√2×7.1＝10.04 →10.1mm
11mm

（2×1386＝2772ｍｍ）

10

　本計算事例では、荷重作用位置の不確定性を踏まえて、中央の２本のウェブのうち、1本の
ウェブに全荷重が作用する場合を想定した。なお、ウェブが受け持つ荷重の分担については、
設計対象橋梁の状況を踏まえて決定する必要がある。

作用荷重から求められる必要脚長

板厚から決定される必要脚長

以上より、溶接サイズは、S=11ｍｍ以上とする。

なお、図4.1.7の上フランジとベースプレートの溶接部には、

ベースプレート

上フランジ

ウェブ

ベースプレート

ウェブ
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